
資料 試験結果

SWS・SDS試験データより、調査地の液状化に対する安全率（FL値）を算出し、地表変位量（Dcy値）と
非液状化層（H1層）の厚さより液状化の可能性を判定します。

γt＝湿潤単位体積重量    Fc＝細粒分含有率

※Fc≧50%の地層については非液状化層として検討対象外としています。

H1 (m)

※液状化判定法は「宅地の液状化被害可能性判定に係る技術指針」(国土交通省都市局)を参考とし、土質定数は各土質における一般的な値を採用しています。
※地下水位の位置は、実際の計測値または「住宅を作るための「住宅基礎の地盤」がわかる本」に記載の地下水位の代表値から決定しております。
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液状化被害の可能性

顕著な被害の可能性が高い
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顕著な被害の可能性が比較的低い
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